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ＣＳＲ／社会貢献のフレームワーク
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ＮＥＣの考える社会的責任（ＣＳＲ）

社会とＮＥＣグループの持続可能な発展

よき企業市民
として社会的

課題解決に貢献

コンプライアンス責任
法令遵守・企業倫理の徹底

経済責任
収益性の向上と社会への還元

お客さま

株主・投資家

お取引先

地域社会

従業員
・
・

・

地球環境

コミュニケーションに
よる信頼の構築

ＮＥＣグループ企業理念

ＮＥＣグループ
行動規範

ＮＥＣグループ企業行動憲章

NECグループNECグループ ステークホルダーステークホルダー

ＮＥＣグループ
バリュー

ＮＥＣグループ
バリュー

ＮＥＣグループビジョン２０１７：
人と地球にやさしい情報社会をイノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー

個人として

組織として
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Ⅰ. リスク管理・コンプライアンスの徹底

Ⅱ. 事業活動を通した社会的課題解決への貢献

Ⅲ. ステークホルダー・コミュニケーションの推進

ＣＳＲ経営の基本方針
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優先的に取り組む７テーマ

【事業活動をとおして解決に取り組む
社会的課題・ニーズ】

安全・安心な社会づくり

気候変動（地球温暖化）への対応と
環境保全

すべての人がデジタル社会の恩恵を
享受

信頼性の高い情報通信インフラの構築

【事業活動を支えるための
社内マネジメント】

お客さまとの信頼関係の構築

働きやすい職場づくりとグローバル
な人材育成

リスクマネジメントの強化とコンプラ
イアンスの徹底

優先的に取り組む７つのテーマ

ステークホルダー・社会の関心
•お客さまや社会の関心
•「ＣＳＲレポート」への意見、ＳＲＩ調査機関か
らの指摘、ＣＳＲ規格化など

ＮＥＣの視点
•事業の社会や環境へのインパクト
•企業理念 ・中期成長戦略
•財務面、ブランドへの影響など
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 社会貢献活動の基本方針
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社会貢献活動の中期的テーマ

• 情報格差の解消
• 多様性に富む人材の育成
• 気候変動への対応と環境保全

ＮＥＣグループビジョン２０１７：
人と地球にやさしい情報社会をイノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー
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社会貢献プログラム推進の基本方針

▐ 経営資源の有効活用
 経営資源：資金、製品、ひと、施設、情報・知識など
 事業との関係性

▐ ＮＰＯ/ＮＧＯとの協働（パートナーシップ）
 Win-Winの関係にもとづく社会的課題解決の促進
 ソーシャルビジネスの創出の支援
 ＮＰＯの基盤強化の支援

▐ グループ会社の連携と社員参加
 ＮＥＣ Ｍａｋｅ‐ａ‐Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ Ｄｒｉｖｅ（ＭＤＤ）の活性化
 社員ボランティア活動の推進

▐ 企業イメージ・評判の向上に寄与
 NECの顔が見える活動
 先進的な自主プログラム
 情報発信の促進

良き企業市民として、ＮＥＣグループビジョン２０１７の実現に貢献する
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企業にとってのＮＰＯ（ＮＧＯ）とは

▐ 企業経営の監視役として → ＣＳＲ経営強化に
 企業行動や製品に対するモニタリング

→企業行動批判、製品ボイコット、投資スクリーニング

▐ 社会貢献活動のパートナーとして
 支援の対象→ 協働→ 共創に
 日本経団連調査結果：

• 社会貢献活動の有力なパートナー：４５％（99年度）→５７％（05年度）

▐ 社員の社会参加と能力開発の場として
 地域社会へ参加する機会創出（ボランティアなど）
 社員育成の機会創出（国際貢献や社会福祉など）

▐ 事業活動でのパートナーとして
 事業型ＮＰＯ/ＮＧＯと連携した製品やサービス・ソリューションの開発
（例：ユニバーサルデザイン製品や途上国でのＢＯＰ市場開拓など）
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 ＮＥＣ社会起業塾
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ＮＥＣ社会起業塾（ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ．との協働）

11

▐ 社会課題に事業で取り組む事業型ＮＰＯ・ソーシャルベンチャーの
育成と人づくり（若手起業家、３～５グループ／年）

▐ ２００２年スタート

▐ 内容：
組織、事業の立ち上げと運営を通じて学ぶ実践的研修
メンター制度とコーチングによるＯＪＴ （専門家、ベンチャー
・ＮＰＯ事業家等）

合宿研修などによる問題解決力とマネジメント力の養成
ＮＥＣのリソース提供による事業化支援、資金、製品、場所等の
提供、社員専門家による個別指導、事業ラインとの提携支援等

▐ 研修期間： 約７ヶ月（9月～3月）

▐ ２０１０年度から「ＮＥＣ社会起業塾ビジネスサポーター」
（プロボノ）による社員参画スタート
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・専門家によるコーチング
・ＮＰＯ専門家、メンター
によるアドバイス支援
・学生スタッフ紹介
・提携企業/顧客企業紹介

ＥＴＩＣ．/ＮＥＣパートナーシップ（２００２年～）

ＥＴＩＣ． ＮＥＣ

参加団体

・運営資金（一部は参加グループの立ち上がり資金）
・基盤強化支援（資金、製品）

事業型ＮＰＯ／ソーシャルベンチャーの起業、自立化

・リソース（ヒト、モノ、カネ、
施設、情報）提供
・社員アドバイザー
・事業ラインとの提携支援
・企業ネットワーク紹介等

 お互いの強みとリソースを活かしたプログラム共同開発と実行
 ＥＴＩＣ．基盤強化も支援

・カリキュラム制作とプログラムの運営と調整
・広報支援

・コミュニティビジネス創出
・社員の参画・教育機会提供
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 ＮＥＣ社会起業塾ビジネスサポーター（プロボノ）
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ＮＥＣ社会起業塾ビジネスサポーター（プロボノ）

ＣＳＲ・社会貢献室
↓公募
社員

•チーム：６～８名
•ボランティア３時間／週、６カ月程度

社会起業家
（ＮＥＣ社会起業塾修了生）

ＮＥＣ

ＮＰＯ法人サービスグラント

▐ 「ＮＥＣ社会起業塾」修了生へのフォローアップの強化
▐ 社員の社会起業家への関わり・支援機会の創出
▐ 社員の社会変革現場への参画により、生活者視点の感覚を磨き、
新たな製品やサービス・ソリューションの創出を促す

リソース提供 プログラム運営

プロボノ社員派遣

受け入れ起業家の例：

•ケアプロ（株）：ワンコインによる
血液検査事業

•（株）オリザ：高収益アグリビジネ
スを開発する事業
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ビジネスサポーター
事務局

（ＮＰＯサービスグラント内）

チームA

チームB

チームC

社会起業家
Ａ

社会起業家
Ｂ

社会起業家
Ｃ

社会起業家

社会起業家

社会起業家

社会起業家

社会起業家

支援

支援

支援

審査

【社会起業家】

・募集・受付
・成果目標設定

事前面談
モニタリング
アセスメント

メンバーの
課題解決
意識の醸成

本社

グループ会社

グループ会社

グループ会社

社員A
社員B

社員C

社員D

社員E

【社内】

・社内説明会
・ＷＥＢ構築

NECグループ担当
ＮＰＯ法人サービスグラント担当

全体的な枠組み

15
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ＮＥＣ社会起業塾ビジネスサポーターの支援内容（例）

16

▐ 経営支援

中小企業診断士資格保有者による支援。
▐ Ｗｅｂサイト構築支援
必要な情報を読み手の視点に立って分かりやすくまとめ、
効果的に情報を伝えていく機能性と、人目を引くデザイン性

を兼ね備えたＷｅｂサイトの構築支援。

▐ 顧客管理支援
会員やボランティア、さらに支援者などの情報を、効率的・
効果的に管理することは社会起業家にとって必須要件の１つ。

企業と協働できるレベルのセキュリティを兼ね備えた顧客管理

システムの開発と、個人情報保護法に基づく情報管理の

ガイドラインの作成などを支援。
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参加者にとってのメリット

17

▌ 社会変革の現場への参画により、視野が広がる
・社会的課題に対する関心、興味が高まる

・社会的課題に関する知識（最新の動向）が得られる

▌ 社会的課題に接することにより、その課題解決のためのサービス・
ソリューション創出への新しい発想が得られる

▌ 社会起業家と接することにより、経営者視点の考え方を学び、
業務では経営者視点で物事を捉えられる

▌ 今後につながる社内人脈の形成
▌ 一連の活動を通じて、業務の進め方の改善が図られる

・業務の優先順位付け、効率化、質の向上

・タイムマネジメント（時間管理）

業務では得られない、多くの学び・気づきが得られる
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 社会起業家・ＮＰＯ／ＮＧＯとの連携事例
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▌ 株式会社農業生産法人ＧＲＡ／ＮＰＯ法人ＧＲＡは、宮城県山元町で、

主要産業であるイチゴを中心とした最先端施設園芸に取り組む。

▌ ２０１２年度、ＮＥＣとＧＲＡが連携し、ＧＲＡがＮＥＣの農業クラウドサービ
ス・テレビ会議システムを導入することで、ともにＩＣＴを駆使した最先端農
業技術の研究・革新を図り、イチゴ農家の収益を改善することで、東北の
復興を目指す。

ＩＣＴを活用した最先端農業開発
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▐ ＮＰＯ法人ＩＣＡ文化事業協会と協働。

▐ ご近所ＴＶ（顔の見えるＴＶ）で、引きこもり防止にも効果。

 コンテンツを住民自ら制作し小型送信ユニットで地デジ対応TVに配信

 仮設住宅８５世帯に健康体操、イベントのお知らせ、町からの広報などを配信

 手作りの番組でコミュニティ作りを支援

フルセグ・送信機

分配器

仮設住宅

地デジ対応
液晶ＴＶ

◆行政からのお知らせ

◆健康プログラム

◆イベント

◆料理番組 など・・

地デジＴＶ活用のコミュニティ形成支援システム

パソコン

宮城県亘理町で
実証テスト中
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貧困層への
就労機会創出

栽培
技術

インド農村
（ＮＰＯ法人ＩＣＡと連携）

NEC+山元町
（農業生産法人ＧＲＡと連携）

インドＢＯＰプロジェクト

養液栽培システムパッケージ

・養液栽培管理システム
・農業ＩＴソリューション
・エネルギーソリューション

都市富裕層

おいしい
安全・安心

ミッション『スラムから美しい豊かな農村へ帰ろう』
農村部で雇用を創出することで、農村から都市に出て貧困層となった人々は農村へ帰り

家族と共に豊かな暮らしができるようになる。
社会的課題をソーシャルビジネスを通じて解決すること。

社会的課題解決
＋ビジネス創出

CSVモデルへの足がかり＊

＊Creating Shared Value：社会問題の解決と企業の利益を両立させる企業経営（マイケル・ポーター）
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▌ ＮＰＯ法人クロスフィールズの留職プログラム（企業で働く人材を途上
国・新興国のＮＰＯ等へ派遣し、一定期間、本業で培ったスキルを活か
して現地の人々とともに社会課題の解決に挑むプログラム）をＮＥＣの
研究所が導入（→Ｒ＆Ｄ Ｆｒｏｎｔｉｅｒ Ｐｒｏｇｒａｍ）。

▌ 途上国・新興国の社会課題解決のための新たな事業の創出を目指す。

▌ ２０１３年度は２名をインドへ派遣。

 インドの現地社会起業家とともに、農村部への流通サービスの

改善活動に取り組む

 インドの現地社会起業家とともに、農村部の若者や障がい者の

職業訓練・就労支援活動の改善に取り組む

社会課題解決視点のグローバル人材育成プログラム
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新入社員向けＣＳＲ研修

▐ ＣＳＲ・環境推進本部および人事部が連携し、４月１２日、ＮＥＣの
新入社員研修の一環として、社会貢献・環境活動体験＠芝公園を

実施。新入社員約３５０名が参加。

新入社員研修としては、初の取り組み。

ＮＰＯ法人グリーンワークス、東京都公園協会と協働。

▐ 参加した新入社員の声
・会社は経済面、社会面両面から取り組む必要があり、NECがCSRに力をいれていること

理解できました。

・CSRが社会的にそして会社の戦略として非常に有益なものであるということがわかりました。

・研修期間にCSR関係の活動に参加できると思わなかったので、びっくりしました。

新鮮に感じましたし、研修全体の効果が上がると思いました。

・非常に強い興味を持って取り組むことができました。本社周辺の自然、歴史を知ることができ、

もっ と周辺に気を配って勤務したい。NECのCSRにひかれて入社した部分もあるため、

今後も興味を持って取り組みたいと思いました。

・社会貢献は自らの日々のモチベーションの向上につながると思いました。




